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Ⅰ．研究の概要  

１． 研究の目的 

少子高齢化の進む我が国では今後介護労働者の不足が生じることが予想される。他産

業領域と比較して労働条件が厳しい介護領域は、募集人員数は多いが、労働市場におい

て必ずしも有利な状況にはない。こうした状況を踏まえて、特定技能実習生制度を活用

して、外国、、特にアジア諸国から介護労働者を採用する動きが活発になっている。し

かしながら、言葉や文化の違いのために、介護福祉士試験の合格率は十分なものではな

く、基本的な技術を身につけながらも、日本国内で介護福祉士として働くことを断念す

る特定技能実習生も少なくない。この問題に対処するためには、質の高い外国人介護人

材育成のための、より学びやすい学習教材を準備することが必要である。現在、世界各

国で、初等教育から高等教育まで、動画教材を用いた教育及び学習が広がっており、高

い効果を上げている。このことを参考に、本事業では日本語と母国語に対応した標準的

な介護に関する動画教材を開発することを目的とする。 

 

２． 事業実施の概要 

（１）iTherapyの概要 

iTherapyは本事業の分担者である川副が我が国の介護現場において提供されている

サービスをもとに、状態像及びケア行為を分類し、イラストレーションで可視化したも

のである。現バージョンでは看護観察50項目、リハ生活機能45項目、介護支援・援助の

介入45項目の合計140項目（コード）から構成されている。 

この開発を行った川副は在宅リハビリテーションを考える会の会員施設と協力し、

動画を収集し、それを介護要素に分解し、上記のコードに紐づけ、動画上にイラストを

描出した教材を開発している。さらに、作成した教材を生成AIに学習させて、新たに収

集した動画に自動的にiTherapyコードを発生させることにも成功している。 

（２）事業の概要 

① 多言語教材の準備 

本事業では、川副が作成してきた動画教材から、特定技能実習生が介護領域で学ぶべ

き基本項目を選定し、それに日本語の説明を付けたうえで、さらに生成AIを活用して多

言語化（今年度は主としてインドネシア語）した。同教材を日本国内、アジア諸国（イ

ンドネシアを想定）現地において試用することにより、課題を把握・改善し、日本の介

護技術をアジア標準化まで高める作業を行った。  

教材は、例えば、起床に関連した動作のうち立ち上がりについてどのような自立度で

あるかが評価され、それに対応して起居介助が必要であれば、そのことが説明され、動

画教材上で音声とイラストで説明が行われる仕様となっている。各動作に対応するiTh

erapyのイラストを動画上で示すことにより、ケアの内容を具体的に把握できるように

工夫した。今年度事業で作成したインドネシア語教材は、全体で5章（移動介助、食事

介助、入浴介助、排泄介助、日本の介護の実査）から構成されている。第１章から第4

章が、各介護行為の詳細を、そして第5章がそれらが複合的に行われる実際の介護場面

となっている。 

 

② 多言語教材を用いた試行研修の実施 

10月に作成した動画教材を用いてインドネシアの医療系専門学校（SMK Mandala Bha

kti（マンダラ バクティ専門学校））で模擬授業を行い、教材評価に関するアンケート

調査を行った。このアンケートを分析した結果をもとに、動画教材の改修を行い、長崎

県内で勤務するインドネシア人技能実習生に、改修版を試行的に活用してもらい、その

評価をアンケートによって調査した。 
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③ 事業の結果 

インドネシア及び国内のインドネシア人学生・実習生を対象としたアンケートを分析

した結果、iTherapyを用いた介護の動画教材の有効性が確認できた。ただし、対象者

の日本語及び介護用語のレベルによって、適切な動画教材の形式は異なることが示唆

された。具体的には、日本語の理解がまだ不十分な学生・研修生の場合は、特定の介

護行為に内容を絞ったショートムービーのようなもの（例えばTikTok）が適切である

ことが示唆された。実際、インドネシア人学生の多くは、TikTokの自動翻訳機能を使

って、日本の介護用語等を学んでいた。しかしながら、これらの教材の内容は玉石混

交あり、学習の質を向上させるためには、標準的な教科書に対応した内容のものを作

成する必要がある。そこで、本事業ではインドネシアでの模擬研修の後、現地で行っ

た反省会の内容を踏まえて、基本的な介護行為に関する日本語インドネシア語対訳の

ショートムービーを試行的に作成した。作成したショートムービーは以下のURLで閲

覧可能である。 

https://www.youtube.com/@itherapy_japancare/shorts 

 また、実際の介護場面では、日本の日常生活で用いられる言葉や生活行為に対する

理解が必要となる。そのためには上記の介護要素をストーリーとして再構成した教材

も必要となる。本事業ではこれについても作成し、上記URLで公開している。 

 ところで、国内のインドネシア人特定技能実習生を対象としたアンケート結果では。

大多数の者が「日本の介護の勉強」は難しく、また「日本の介護用語」も難しいと回

答している一方で、「日本の介護の試験」については「難しい」と回答した者がほぼ

半減していた。特に、施設が用意した資料を用いている実習生は「難しい」と回答し

ている者が20％にとどまっていた。用語が難しくても、回答の選択肢に正解が含まれ

ている現行の択一式の試験は難易度としては下がるものと考えられた。そして、施設

が用意している資料においては、介護福祉士の国家試験対策が意識されているものと

推察された。試験対策を通して、日本の実際の介護業務の理解を深めるためには、そ

の両者を有機的に連結させた学習教材が必要である。そこで、本事業では、要素別シ

ョートムービーの後ろに、関連する過去の介護福祉士国家試験の問題を日本語・イン

ドネシア語対訳でつける工夫を行った。今後、その有効性を確認しながら、この形式

の動画教材の種類を増やす予定である。 

 

https://www.youtube.com/@itherapy_japancare/shorts
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Ⅱ．日本の介護技術のアジア標準化を目指した介護技術教材の開発及び活用事例に 

関する調査研究 

 

１． 目的 

 少子高齢化の進む我が国では今後介護労働者の不足が生じることが予想される。他産業

領域と比較して労働条件が厳しい介護領域は、募集人員数は多いが、労働市場において必ず

しも有利な状況にはない。こうした状況を踏まえて、特定技能実習生制度を活用して、外国、、

特にアジア諸国から介護労働者を採用する動きが活発になっている。しかしながら、言葉や

文化の違いのために、介護福祉士試験の合格率は十分なものではなく、基本的な技術を身に

つけながらも、日本国内で介護福祉士として働くことを断念する特定技能実習生も少なく

ない。この問題に対処するためには、質の高い外国人介護人材育成のための、より学びやす

い学習教材を準備することが必要である。現在、世界各国で、初等教育から高等教育まで、

動画教材を用いた教育及び学習が広がっており、高い効果を上げている。このことを参考に、

本事業では日本語と母国語に対応した標準的な介護に関する動画教材を開発することを目

的とする。 

また、今後、アジア全体の高齢化の進行により、日本以外の国においても介護需要が増大

することは確実である。したがって、日本の介護サービスは、その国際化を視野に入れて、

今後の展開を考えることが必要である。この際、 日本の 25年の介護保険の経験をもとに、

状態像の評価、サービスの種類などについてアジアの標準をつくることが情報戦略の点か

らも重要である。そこで本事業では、介護領域における状態像及び提供するサービスについ

てイラストを用いて標準コード化を行っている iTherapyを用いで、介護に関する多言語動

画教材を開発することで、この課題に応えることも事業目的とした。 

 

２． 事業の概要 

（１）iTherapy の概要 

iTherapy は本事業の分担者である川副が我が国の介護現場において提供されているサー

ビスをもとに、状態像及びケア行為を分類し、イラストレーションで可視化したものである。

現バージョンでは看護観察 50 項目（図表 1-1）、リハ生活機能 45 項目（図表 1-2）、介護支

援・援助の介入（図表 1-3）45 項目の合計 140項目（コード）から構成されている。 

この開発を行った川副は在宅リハビリテーションを考える会の会員施設と協力し、動画

を収集し、それを介護要素に分解し、上記のコードに紐づけ、動画上にイラストを描出した

教材を開発している。さらに、作成した教材を生成 AI に学習させて、新たに収集した動画

に自動的に iTherapy コードを発生させることにも成功している。 

（２）事業の概要 

本事業では、川副が作成してきた動画教材から、特定技能実習生が介護領域で学ぶべき基

本項目を選定し、それに日本語の説明を付けたうえで、さらに生成 AI を活用して多言語化

（今年度は主としてインドネシア語）する。同教材を日本国内、アジア諸国（インドネシア
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を想定）現地において試用することにより、課題を把握・改善し、日本の介護技術をアジア

標準化まで高める作業を行う。 

図表１-1 iTherapy コード 看護観察（50 項目） 
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図表１-2 iTherapy コード リハ生活機能（45項目） 
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図表１-3 iTherapy コード 介護支援・援助の介入（45 項目） 
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図表 1-4 実際の介護現における iTherapy による介護サービスの記述 

 

図表 1-4 は実際の介護現場における iTherapy による介護サービスの記述の概要を示したものである。例えば、起床に関連した動作のうち立

ち上がりについてどのような自立度であるかが評価され、それに対応いして起居介助が必要であれば、そのことが説明され、動画教材上で音

声とイラストで説明が行われる仕様となっている。  
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図表 1-5-1 今年度事業で作成したインドネシア語教材の概要 

 

図表 1-5-1は今年度事業で作成したインドネシア語教材の概要を示したものである。全体で 5 章（移動介助、食事介助、入浴介助、排泄介

助、日本の介護の実査）から構成されている。第１章から第 4 章が、各介護行為の詳細を、そして第 5 章がそれらが複合的に行われる実際の

介護場面となっている。図表 1-5-2 に示したように各章は複数の動画教材から構成されている。 
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図表 1-5-2 今年度事業で作成したインドネシア語教材の概要 
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図表 1-5-2 今年度事業で作成したインドネシア語教材の概要(続き) 
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 図表 1-6 はインドネシアの学生及び特定技能実習生を対象としたアンケートの内容を示したものである。内容については 10 代の学生にも

分かりやすいよう簡便なものとした。 

 

図表 1-6 インドネシアの学生及び特定技能実習生を対象としたアンケートの内容 

 

 

  



 

12 
 

図表 1-6 インドネシアの学生及び特定技能実習生を対象としたアンケートの内容（続き） 
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図表 2-1 事業の実施経過 

 

図表 2-1 に事業の実施経過を示した。８月から協力施設を対象に動画資料の収集に関する事前準備を行い、９月から 10 月にかけて基本 5

領域（移乗、整容、食事、排泄、入浴）の動画教材を日本語・インドネシア語対応で作成した。10 月に作成した動画教材を用いてインドネシ

アの医療系専門学校（SMK Mandala Bhakti（マンダラ バクティ専門学校））で模擬授業を行い、教材評価に関するアンケート調査を行った。

分析の結果、iTherapy を用いた動画教材は学習に有効であるという評価を得たが、他方で初学者の場合、介護行為や日常生活の種々の場面

における日本語とインドネシア語とを対応させたショートムービーが有効であることが明らかとなった。この結果を受けて現在、基本 5 領域

におけるショートムービーを作成した。この教材について、1 月に長崎県内の施設で、インドネシア人技能実習生等による評価を行った。  
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図表 2-2 はインドネシアの協力教育機関（SMK Mandala Bhakti（マンダラ バクティ専門学校））における模擬研修のスケジュールを示した

ものである。この学校は看護師、薬剤師を育成するための中高一貫校であり、その課程の一部が日本の介護領域の特定技能実習生になるため

のコースとなっている。 

 

図表 2-2 インドネシアの協力教育機関における模擬研修のスケジュール 
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図表 2-2 インドネシアの協力教育機関における模擬研修のスケジュール（続き） 

 

模擬研修については、作成した動画教材を用いて理学療法士である川副が講義を行うと同時に、長崎市内の施設（川副が理事長）の職員に

よる説明も行った（写真 1）。また、どのような枠組みで働くのかを理解する目的で、日本の医療保険制度、介護保険制度について説明し、日

本で特定技能実習生で働く者は公的医療保険の対象となることも説明した（写真 2）。外国人ケアワーカーにとってなじみの薄い排泄ケアに

ついては、実際の会三おむつなどの装着方法なども示しながら説明を行った（写真 3）。 
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写真１ インドネシアの協力教育機関における模擬研修の写真 
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写真 2 インドネシアの協力教育機関における模擬研修の写真（続き１） 
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写真 3 インドネシアの協力教育機関における模擬研修の写真（続き 2） 
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【実施体制】 

 松田晋哉 産業医科大学 医学部 公衆衛生学講座 教授 

 林田賢史 産業医科大学病院 医療情報部 部長 

      （令和７年１月より 東京大学大学院医学系研究科  

社会連携講座ナーシングデータサイエンス講座 教授） 

 川副功成 産業医科大学 医学部 公衆衛生学講座 訪問研究員 

      リエゾングループ 代表  

 

３． インドネシア現地における模擬研修の評価 

 

本節では、インドネシアの医療系専門学校（SMK Mandala Bhakti（マンダラ バクティ専

門学校））の 49 名の学生を対象とした模擬授業後に、研修内容についての評価に関するアン

ケートを分析した結果について説明する。 

 

図表 3-1 受講生の性年齢別人数 

 

受講生は 16 歳から 19 歳で、うち 17 歳が 37 名と最も多かった。男女別では男性が 9 人、

女性が 40 人であった。 
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図表 3-2 「日本の介護の勉強は難しいですか？」への回答（男女別） 

 

「日本の介護の勉強は難しいですか？」という質問に対して、女性の 55％、男性の 33％は「難しくない」と回答していた。 
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図表 3-3 「日本の介護の勉強で困ることは何ですか？」への回答（男女別） 

 

「日本の介護の勉強で困ることは何ですか？」という質問に対して、女性の 73％、男性の 79%が「日本の介護の言葉が難しい」と回答してい

た。また、女性の 43% 、男性の 11％が「日本の介護の試験が難しい」と回答していた。  
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図表 3-4 「勉強方法」の回答（男女別） 

 

介護の「勉強方法」について尋ねたところ、男女とも Youtube が最も多く（女性 90％、男性 67％）、次いで TikTok が多かった（女性 38％、

男性 44％）。また、 Instagram は男性で多く（女性 9％、男性 33％）、教科書は女性で多かった（女性 28％、男性 11％ ）。 
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図表 3-5 「iTherapy で翻訳されたインドネシア語の意味は理解できましたか？」への回答（男女別） 

 

「iTherapy で翻訳されたインドネシア語の意味は理解できましたか？」という質問に対しては女性の 100％、男性の 78％が「理解できた」

と回答していた。  
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図表 3-6 「iTherapy と、多言語動画による日本の介護の研修は、わかりやすかったですか？」への回答（男女別） 

 

「iTherapy と、多言語動画による日本の介護の研修は、わかりやすかったですか？」という質問に対しては女性の 88％、男性の 100％が「わ

かりやすかった」と回答していた。  
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図表 3-7 「iTherapy の動画と教科書とでは、どちらがわかりやすいですか？」への回答（男女別） 

 

「iTherapy の動画と教科書とでは、どちらがわかりやすいですか？」という質問に対しては女性の 95％、男性の 88％が「iTherapy の動画」

と回答していた。  
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図表 3-8 「iTherapy の動画で日本の介護を勉強すると、介護の技術が上達すると思いますか？」への回答（男女別） 

 

「iTherapy の動画で日本の介護を勉強すると、介護の技術が上達すると思いますか？」という質問に対しては女性の 95％、男性の 88％が

「上達すると思う」と回答していた。  
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図表 3-9 「今後も、iTherapy と動画で日本の介護の研修を続けたいですか？」への回答（男女別）

 

「今後も、iTherapy と動画で日本の介護の研修を続けたいですか？」という質問に対しては女性の 92％、男性の 100％が「続けたい」と回

答していた。  
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図表 3-10 学習手段別にみた「日本の介護の勉強は難しいですか？」への回答 

 

 

教科書を用いている者は、「難しくない」と回答している者の割合が有意に高い（有:66.7%、

無:47.4%, p=0.044） 

Youtube を用いている者も統計学的有意差はないが、「難しくない」と回答している者の割

合が高い（有:55.8%、無:28.6%, p=0.386） 

また、その他の手段を用いている者も統計学的有意差はないが、「難しくない」と回答して

いる者の割合が高い（有:62.5%、無:50.0%, p=0.509） 

Instagram と TikTok については、利用の有無で「難しくない」と回答している者の割合に

大きな差はない。 

 

  

難しくない 難しい どちらとも言えない 対象者数
YouTube
利用無 28.6% 14.3% 57.1% 7
利用有 55.8% 11.6% 32.6% 43
合計 52.0% 12.0% 36.0% 50 p= 0.386
Instagram
利用無 52.3% 13.6% 34.1% 44
利用有 50.0% 0.0% 50.0% 6
合計 52.0% 12.0% 36.0% 50 p= 0.550
TikTok
利用無 51.6% 12.9% 35.5% 31
利用有 52.6% 10.5% 36.8% 19
合計 52.0% 12.0% 36.0% 50 p= 0.969
教科書
利用無 47.4% 7.9% 44.7% 38
利用有 66.7% 25.0% 8.3% 12
合計 52.0% 12.0% 36.0% 50 p= 0.044
その他
利用無 50.0% 14.3% 35.7% 42
利用有 62.5% 0.0% 37.5% 8
合計 52.0% 12.0% 36.0% 50 p= 0.509

日本の介護の勉強は難しいか？
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図表 3-11「日本の介護の勉強は難しいですか？」への回答別に見た学習手段の利用 

 

 

「難しい」と回答している者では教科書を利用する者の割合が有意に高い（難しくない: 

30.8%、難しい: 50.0%、どちらともいえない: 5.6% 、p=0.044） 

「難しくない」と回答している者では、統計学的有意差はないが、 Youtube を用いている

割合が高く（難しくない: 92.3%、難しい:83.3%,どちらともいえない: 77.8%、 p=0.386）、

また、 Instagram （難しくない: 11.5%、難しい: 0.0%,どちらともいえない: 16.7%、 

p=0.386）とその他の手段を用いている割合が高い（難しくない: 19.2%、難しい: 0.0%,ど

ちらともいえない: 16.7%、 p=0.386） 。 

TikTok については、「日本の介護の勉強は難しいですか？」への回答別割合に大きな差はな

い。 

 

 

  

YouTube 人数

難しくない 92.3% 26

難しい 83.3% 6

どちらとも言えない 77.8% 18

合計 86.0% 50 p= 0.386

Instagram 人数

難しくない 11.5% 26

難しい 0.0% 6

どちらとも言えない 16.7% 18

合計 12.0% 50 p= 0.550

TikTok 人数

難しくない 38.5% 26

難しい 33.3% 6

どちらとも言えない 38.9% 18

合計 38.0% 50 p= 0.969

教科書 人数

難しくない 30.8% 26

難しい 50.0% 6

どちらとも言えない 5.6% 18

合計 24.0% 50 p= 0.044

その他 人数

難しくない 19.2% 26

難しい 0.0% 6

どちらとも言えない 16.7% 18

合計 16.0% 50 p= 0.509
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図表 3-12 学習手段別にみた「日本の介護の言葉が難しい」と回答した者の割合 

 

いずれも統計学的有意差はないが、 

Youtube（有:69.8%、無:100.0%, p=0.103） 

と Instagram（有:66.7%、無:75.0%, p=0.497） 

を用いている者は、「難しい」と回答している者の割合が、用いていない者より低い。 

他方、 TikTok（有:84.2%、無:67.7%, p=0.170）、教科書（有:83.3%、無:71.1%, p=0.331）、

その他の手段（有:87.5%、無:87.5%, p=0.321） 

を用いている者は「難しい」と回答している者の割合が、用いていない者より高い。 
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図表 3-13 「日本の介護の言葉が難しい」への回答別に見た学習手段の利用 

 

いずれも統計学的有意差はないが、 

「難しい」と回答していない者（表では「難しくない」）と回答した者は、 

Youtube（難しくない: 100.0%、難しい:81.1%, p=0.103）と Instagram（難しくない: 15.4%、

難しい:10.8%, p=0.497） 

を用いている者の割合が、「難しいと回答した」者より高い。 

他方、 TikTok（難しくない: 23.1%、難しい: 43.2%, p=0.170）、教科書（難しくない: 15.4%、

難しい: 27.0%, p=0.331）、その他の手段（難しくない:  7.7%、難しい: 18.9%, p=0.321）

では、「難しい」と回答している者における利用割合が、 「難しくない」と」回答している

者より高い。 
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図表 3-14 学習の特性別に見た対象者の区分（主成分分析、N=50） 

 

 

学習の特性に関する回答を主成分分析で解析すると 4 つの因子が抽出された。絶対値が 0.4

以上のものに着目して解釈すると主成分はそれぞれ以下のように説明された。主成分 1（日

本の介護の言葉が難しく、勉強手段としてはその他を用い、youtube は用いていない）、主

成分 2（年齢が高く、また性別では男性で、学習手段として Instagram を用いている）、主

成分 3（日本の介護を勉強するのは難しくなく、勉強手段としては教科書を選択）、主成分

4（年齢が低く、日本の介護の言葉が難しく、勉強手段としては TikTok を利用） 

 

 

アンケート調査の結果については、インドネシア語で準備し、また現地に我々が赴いて講

義を行ったということに対するインドネシア高校生の好意的な反応があることを割り引い

て考察する必要があるが、以下のようないくつか重要な示唆を得ることができた。 

 

① 日本で介護に従事することを希望するインドネシアの高校生は、日本語研修を受けてい

るが、介護の技術に関する試験よりは介護に関する日本語が難しいと感じている。試験

に関しては、まず特定技能実習制度に応募する前の段階であるため、試験の具体的イメ

ージを持っていないと考えられた。 

② 介護の技術に関する技術については、紙の教科書よりは、ネット上で公開されている動

画資料、特に Youtubeと TikTok を利用している者が多かった。 

③ 因子分析の結果から、介護関連の日本語にまだ慣れていない低学年者に対する TikTok

教材、慣れてきた高学年者のための youtube教材とそれに対応した教科書（紙版・デジ

タル版）のそれぞれを開発する必要性があることが明らかとなった。 

④ 今回試作した iTherapy を用いた動画教材は日本語とインドネシア語を対応させながら
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介護技術学ぶことができるため、受講生からわかりやすいという評価を受けることがで

きた。また、ほとんどの受講生が継続して利用したいと回答していた。実際、翌日には

10 名以上の受講生が Youtube 上に準備した iTherapy を用いた動画教材に登録を行って

いた。 

 

また、研修後に現地の高校の教師（日本語教師を含む）からは、以下のような改善提案をう

けることができた。 

① 社会保険制度や高齢者政策の課題など、日本社会における介護の位置づけに関する背景

の情報が欲しい。また、そうした背景について、インドネシアとの違いや類似点（将来

予測も含む）を抑えながら説明してもらえると、学生たちの理解度が高まると考えらる。 

② 今回試作した iTherapyを用いた動画教材は、実際の介護場面を用いているが、iTherapy

コードとの対応が必ずしも十分でないところが散見された。モデルを用いて、対応がよ

り明確である動画教材が欲しい。また、動画に関するより詳しい説明（テロップなど）

があるとよい。 

③ 今回準備された教材は、どちらかと言えば、特定技能実習生になって日本で介護福祉士

試験に合格するための研修を支援するものであるように思う。本校の学生にとっては、

特定技能実習生になるための、インドネシア国内の試験に通る内容のものも欲しい。そ

の意味でも、現在用いている教科書と対応した内容になっていると、学生はより理解し

やすいと思う。 
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４．日本で働く特定技能実習生を対象としたアンケート調査 

 

令和 7 年 1月に、長崎市内の介護施設で勤務しているインドネシア人技能実習生 20 名（女

性 19 名、男性 1 名）に、iTherapyで作成した介護技能動画教材を視聴してもらい、内容の

有効性等について意見調査を行った。本節ではその分析結果を説明する。 

 

図表 4-1 年齢階級の分布 

 

図表 4-1 は年齢階級の分布を示したものである。20-24 歳が 50％で最も多いが、次いで 30-

34 歳が 20％と多くなっている。 

図表 4-2-1 介護の勉強の難しさの評価 

 

図表 4-2-1 は介護の勉強の難しさについて聞いた結果を示したものである。90％の者が

「難しい」と回答している。  
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図表 4-2-2 日本の介護の言葉の難しさの評価 

 

図表 4-2-2 は日本の介護の言葉の難しさについて聞いた結果を示したものである。85％が

難しいと回答している。 

 

図表 4-2-3 日本の介護の試験の難しさの評価 

 
図表 4-2-3 は日本の介護の試験の難しさについて聞いた結果を示したものである。60％

が難しいと回答している。難しいと回答している者の割合が、介護の言葉より 25%ポイント

低下していることが注目される。 
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図表 4-3-1 勉強手段として教科書を用いている者の割合 

 

図表 4-3-1 は勉強手段として教科書を用いている者の割合を示したものである。55％が

教科書を利用している。 

 

図表 4-3-2 勉強手段として Youtube を用いている者の割合 

 

図表 4-3-2 は勉強手段として Youtube を用いている者の割合を示したものである。75％

が Youtubeを利用している。 
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図表 4-3-3 勉強手段として Instagram を用いている者の割合 

 
図表 4-3-3は勉強手段として Instagram を用いている者の割合を示したものである。25％

が Instagram を利用している。 

 

図表 4-3-4 勉強手段として TikTokを用いている者の割合 

 

図表 4-3-4は勉強手段として TikTok を用いている者の割合を示したものである。55％が

TikTok を利用している。 
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図表 4-3-5 勉強手段として施設が用意した資料を用いている者の割合 

 

図表 4-3-5 は勉強手段として施設が用意した資料を用いている者の割合を示したもので

ある。25％が施設が用意した資料を利用している。 

 

図表 4-3-6 勉強手段として実務における同僚の支援をあげている者の割合 

 

図表 4-3-6 は勉強手段として実務における同僚の支援をあげている者の割合を示したも

のである。80％が実務における同僚の支援をあげている。 
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図表 4-4-1 勉強手段としての iTherapy のわかりやすさの評価 

 

図表 4-4-1は勉強手段としての iTherapy のわかりやすさの評価を聞いた結果を示したも

のである。全員が「わかりやすかった」と回答している。 

 

図表 4-4-2 勉強手段としての iTherapy のインドネシア語のわかりやすさの評価 

 

図表 4-4-2は勉強手段としての iTherapy のインドネシア語のわかりやすさの評価を聞い

た結果を示したものである。全員が「理解できた」と回答している。 
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図表 4-4-3 勉強手段としての iTherapy による介護技術の向上に関する評価 

 

図表 4-4-3は勉強手段としての iTherapy による介護技術の向上に関する評価を聞いた結

果を示したものである。全員が「上達すると思う」と回答している。 

 

図表 4-4-4 勉強手段としての iTherapy と教科書のわかりやすさの比較に関する評価 

 

図表 4-4-4は勉強手段としての iTherapy と教科書のわかりやすさの比較に関する評価を

聞いた結果を示したものである。全員が「iTherapy」の方が分かりやすいと回答している。 
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図表 4-4-5 勉強手段としての iTherapy 利用継続希望に関する回答 

 

図表 4-4-5は勉強手段としての iTherapy 利用継続希望に関する回答結果を示したものであ

る。全員が「続けたい」と回答している。 

 

図表 4-3-1教科書利用の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-3-1 は勉強手段としての教科書利用の有無別にみた日本の介護の勉強の難しさの

状況を見たものである。教科書を利用しない者が全員難しいと回答しているのに対し、教科

書利用者は 81.9%が難しいと回答している。 
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図表 4-3-2 Youtube 利用の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-3-2 は勉強手段としての Youtube 利用の有無別にみた日本の介護の勉強の難しさ

の状況を見たものである。Youtubeを利用しない者の全員が難しいと回答しているのに対し、

Youtube 利用者は 88.7%が難しいと回答している。 

 

図表 4-3-3 Instagram 利用の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-3-3 は勉強手段としての Instagram 利用の有無別にみた日本の介護の勉強の難し

さの状況を見たものである。Instagram を利用しない者の 93.3%が難しいと回答しているの

に対し、Instagram 利用者は 80.0%が難しいと回答している。 
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図表 4-3-4 TikTok 利用の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-3-4は勉強手段としての TikTok 利用の有無別にみた日本の介護の勉強の難しさの

状況を見たものである。TikTokを利用しない者の 88.9%が難しいと回答しているのに対し、

TikTok 利用者は 90.9%が難しいと回答しており、両群には差がない。 

 

図表 4-3-5施設が用意した資料利用の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-3-5 は勉強手段としての施設が用意した資料利用の有無別にみた日本の介護の勉

強の難しさの状況を見たものである。施設が用意した資料を利用しない者の全員が難しい

と回答しているのに対し、施設が用意した資料利用者は 60.0%が難しいと回答している。 
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図表 4-3-6施設の同僚による実務指導の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-3-6 は勉強手段としての施設の同僚による実務指導の有無別にみた日本の介護の

勉強の難しさの状況を見たものである。同僚による実務指導がない者が全員難しいと回答

しているのに対し、同僚による実務指導がある者は 87.5%が難しいと回答している。 

 

図表 4-4-1教科書利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさ 

 

図表 4-4-1 は勉強手段としての教科書利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさの状

況を見たものである。教科書を利用しない者 77.8%が難しいと回答しているのに対し、教科

書利用者は 90.9%が難しいと回答している。  
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図表 4-4-2 Youtube 利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさ 

 

図表 4-4-2 は勉強手段としての Youtube 利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさの

状況を見たものである。Youtube を利用しない者 40.0%が難しいと回答しているのに対し、

Youtube 利用者は全員が難しいと回答している。 

 

図表 4-4-3 Instagram 利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさ 

 

図表 4-4-3は勉強手段としての Instagram 利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさ

の状況を見たものである。Instagram を利用しない者 80.0%が難しいと回答しているのに

対し、Instagram 利用者は全員が難しいと回答している。 
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図表 4-4-4 TikTok 利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさ 

 

図表 4-4-4は勉強手段としての TikTok 利用の有無別にみた日本の介護用語の難しさの状

況を見たものである。TikTok を利用しない者 77.8%が難しいと回答しているのに対し、

TikTok 利用者は 90.9%が難しいと回答している。 

 

図表 4-4-5施設が用意した資料利用の有無別にみた日本の介護勉強の難しさ 

 

図表 4-4-5 は勉強手段としての施設が用意した資料利用の有無別にみた日本の介護用語

の難しさの状況を見たものである。施設が用意した資料を利用しない者 80.0%が難しいと回

答しているのに対し、施設が用意した資料利用者は全員が難しいと回答している。  
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図表 4-4-6施設の同僚による実務指導の有無別にみた日本の介護用語の難しさ 

 

図表 4-4-6 は勉強手段としての施設の同僚による実務指導の有無別にみた日本の介護用

語の難しさの状況を見たものである。施設の同僚による実務指導を利用しない者の 75.0%が

難しいと回答しているのに対し、施設の同僚による実務指導利用者は 87.5%が難しいと回答

している。 

 

図表 4-5-1 教科書利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさ 

 

図表 4-5-1 は勉強手段としての教科書利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさの状

況を見たものである。教科書を利用しない者 77.8%が難しいと回答しているのに対し、教科

書利用者は 45.5%が難しいと回答している。  
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図表 4-5-2 Youtube 利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさ 

 

図表 4-5-2 は勉強手段としての Youtube 利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさの

状況を見たものである。Youtube を利用しない者 80.0%が難しいと回答しているのに対し、

Youtube 利用者は 53.3%が難しいと回答している。 

 

図表 4-5-3 Instagram 利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさ 

 

図表 4-5-3 は勉強手段としての Instagram 利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさ

の状況を見たものである。Instagram を利用しない者 66.7%が難しいと回答しているのに対

し、Instagram 利用者は 40.0%が難しいと回答している。 
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図表 4-5-4 TikTok 利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさ 

 

図表 4-5-4は勉強手段としての TikTok 利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさの状

況を見たものである。TikTok を利用しない者 77.8%が難しいと回答しているのに対し、

TikTok 利用者は 45.5%が難しいと回答している。 

 

図表 4-5-5施設が用意した資料利用の有無別にみた日本の介護試験の難しさ 

 

図表 4-5-5 は勉強手段としての施設が用意した資料利用の有無別にみた日本の介護試験

の難しさの状況を見たものである。施設が用意した資料を利用しない者の 73.3%が難しいと

回答しているのに対し、施設が用意した資料利用者は 20.0%が難しいと回答している。 
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図表 4-5-6施設の同僚による実務指導の有無別にみた日本の介護試験の難しさ 

 

図表 4-5-6は勉強手段としての施設の同僚による実務指導の有無別にみた日本の介護試

験の難しさの状況を見たものである。同僚による実務指導がない者の 75.0%が難しいと回

答しているのに対し、同僚による実務指導がある者は 56.3%が難しいと回答している。 

 

 以上が、日本の特定技能研修性を対象としたアンケートの分析結果であるが、傾向とし

てはインドネシアの専門学校生を対象としたものと同様の結果となっている。iTherapy を

活用した介護の動画教材の評価は高く、全員が「わかりやすかった」、「（iTherapy を用い

た動画による）学習を継続したい」と回答していた。実際の現場でも「このような教材を

もっと早く使いたかった」という意見を多く聞くことができた。分析結果から得られた興

味ある知見は以下のとおりである。 

① 大部分が日本の介護の勉強は難しいと回答しているが、施設が用意した資料の利用

者で、日本の介護の勉強が「難しい」と回答している者が 60.0%と最も少なくなって

いる。 

② 日本の介護用語の難しさについては全般的に難しいと回答している者が多いが、

Youtube 利用者、Instagram 利用者、施設が用意した資料利用者の全員が「難しい」

と回答している。 

③ 日本の介護の試験の難しさについては、どの学習手段を利用している者でも、介護

用語に比較すると「難しい」と回答している割合が低い。特に、施設が用意した資

料を利用している者では「難しい」という回答が 20％と非常に低くなっている。 
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５．考察 

 インドネシア及び国内のインドネシア人学生・実習生を対象としたアンケートを分析し

た結果、iTherapy を用いた介護の動画教材の有効性が確認できた。ただし、対象者の日本

語及び介護用語のレベルによって、適切な動画教材の形式は異なることが示唆された。具

体的には、日本語の理解がまだ不十分な学生・研修生の場合は、特定の介護行為に内容を

絞ったショートムービーのようなもの（例えば TikTok）が適切であることが示唆された。

実際、インドネシア人学生の多くは、TikTokの自動翻訳機能を使って、日本の介護用語等

を学んでいた。しかしながら、これらの教材の内容は玉石混交あり、学習の質を向上させ

るためには、標準的な教科書に対応した内容のものを作成する必要がある。そこで、本事

業ではインドネシアでの模擬研修の後、現地で行った反省会の内容を踏まえて、図表 5-1

に示した基本的な介護行為に関する日本語インドネシア語対訳のショートムービーを試行

的に作成した。作成したショートムービーは以下の URLで閲覧可能である。 

https://www.youtube.com/@itherapy_japancare/shorts 

 また、実際の介護場面では、日本の日常生活で用いられる言葉や生活行為に対する理解

が必要となる。そのためには上記の介護要素をストーリーとして再構成した教材も必要と

なる。本事業ではこれについても作成し、上記 URL で公開している。 

 ところで、国内のインドネシア人特定技能実習生を対象としたアンケート結果では。大

多数の者が「日本の介護の勉強」は難しく、また「日本の介護用語」も難しいと回答して

いる一方で、「日本の介護の試験」については「難しい」と回答した者がほぼ半減してい

た。特に、施設が用意した資料を用いている実習生は「難しい」と回答している者が 20％

にとどまっていた。用語が難しくても、回答の選択肢に正解が含まれている現行の択一式

の試験は難易度としては下がるものと考えられた。そして、施設が用意している資料にお

いては、介護福祉士の国家試験対策が意識されているものと推察された。試験対策を通し

て、日本の実際の介護業務の理解を深めるためには、その両者を有機的に連結させた学習

教材が必要である。そこで、本事業では、要素別ショートムービーの後ろに、関連する過

去の介護福祉士国家試験の問題を日本語・インドネシア語対訳でつける工夫を行った。今

後、その有効性を確認しながら、この形式の動画教材の種類を増やす予定である。 

 国内の特定技能実習生を対象としたアンケート結果では、施設職員の実務における指導

の効果が低い結果となっていた。その理由としては①実際の業務が教科書や施設が用意し

た資料より複雑であること、②指導方法の体系化がされていないこと、③言葉の問題、な

どが考えられる。本事業で作成した動画教材を用いることで、実際の業務に対応した標準

的な指導が可能となり、また指導する日本人スタッフが、対象者の母国の言葉を部分的で

はあるにしても理解することで、指導効果および学習効果を高めることが可能になると考

えられる。これを実証するために川副が理事長を務めるリエゾングループでは本事業の成

果を踏まえて図表 5-2に示した研修カリキュラムを作成し、令和７年度から検証を行う予

定である。

https://www.youtube.com/@itherapy_japancare/shorts
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図表 5-1 基本的な介護行為に関する日本語インドネシア語対訳のショートムービー学習教材 
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図表 5-2 リエゾングループの特定技能介護技術研修カリキュラム「暮らす（class）」【案】 
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６．今後の展開方針 

今年度の事業では時間的な制約と動画教材の作成方針の変更のため、作成した動画教材を

長崎県内の施設のみで試行的に用いたが、今後国内外のケアワーカー養成機関において使用し

た後、必要な修正を行い完成させる予定である。この教材を用いることで、外国人研修生が母国

語と関連付けながら日本語でのケア技術の学習が可能となる。これにより標準的な技能を習得し

た後、我が国の関連国家資格を取得し、わが国の医療介護の現場で就業する外国人ケアワーカ

ーが増加することが期待される。また、帰国後、習得した標準的なケア技術を活用して、母国の高

齢者対策に貢献することも期待される。さらにこの教材を用いることで、日本人の研修担当者が、

外国人実習生の母国語を理解しながら指導することで、研修の効果が高まると同時に、JICA 等

で活用することで、わが国のケアワーカーがアジア諸国で介護技術を指導する教材としても活用

できると考える。 




